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センター（CNCS）の意義
八　木　雅　子
??????
　2006 年 7 月 1 日、パリから急行列車で 2 時間半の地、フランス中央部
オーヴェルニュ地方の小都市ムーランに国立舞台衣装装置センター（Cen-
tre national du Costume de scène et de la scénographie、以 下 CNCS）
が開館した。フランス国立図書館（Bibliothèque nationale de France、
以下 BnF）、コメディ＝フランセーズ（Comédie-Française）、パリ・オペ
ラ座（Opéra Nationale de Paris）の 3 組織が所蔵していた衣装およそ
9000 点の寄託を受けて設立された CNCS は、フランスで初めて誕生した
舞台衣装（装飾品類を含む）を専門に扱う博物館である。舞台衣装に特化
した点、その規模や活動内容から世界にも類を見ないものだと CNCS は
自負する。
　ところで舞台芸術に関する資料を所蔵する図書館・博物館・アーカイブ
といった施設は、欧米諸国だけを見てもかなりの数にのぼる 1）。たとえば
1）　主に欧州の団体が加盟する国際演劇図書館博物館連盟（SIBMAS: Société Internationale 
des Bibliothèques et des Musées des Arts du Spectacles/International Association of Li-
braries and Museums of the Performing Arts）には 2008 年 2 月現在 29 カ国 149 団体が
加盟する。また SIBMAS の調査によれば広義の舞台芸術に関する資料を有すると回答した
施設は世界で 7000 団体に及ぶという。このほか欧州の演劇博物館の現状については、拙論
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ドイツ語圏および英語圏には常設の展示空間を持つ複数の博物館が存在す
る。
　一方フランスでは、舞台芸術のコレクションは“図書館”を中心に発展
してきた。なかでも最大のコレクションを有するのはフランス国立図書館
である。
　2003 年にアルスナル図書館からリシュリュー館（旧館）に移された舞
台芸術部（Département des Arts du spectacle）のコレクションは、舞
台で使われた衣装や小道具・装置類、創造過程で生み出される舞台模型や
デザイン画、演出ノート、台本・楽譜等、観客が手にするチケットやポス
ター・ちらし、プログラム等の上演を直接付随にする資料、上演から派生
する、舞台や役者を描いた絵画や写真、舞台を録音・録画した視聴覚資料、
さらに上演と直接間接に関連する多くの研究書と多岐にわたる。
　またオペラ、オペレッタ、舞踊に関する資料は、主に音楽部（Départe-
ment de la Musique）にあり、パリ・オペラ座およびオペラ・コミック
座の四世紀にわたる資料その他を有するオペラ座博物館図書館（Biblio-
thèque-musée de l’Opéra: 以下 BmO）は、BnF 音楽部に付属する施設で
ある 2）。
　また、いわゆる“博物館（musée）”の名称を持つ施設は少数派であり、
BmO やコメディ＝フランセーズ博物館図書館（Bibliothèque-musée de 
la Comédie-Française）のように併記されることもある。
　博物館にとって展示活動は基本的任務の一つであるが、図書館であれば
近年まで、それは副次的な活動であった。少なくとも演劇資料に関してい
えば、フランスでは常設展示であれ企画展示であれ、コレクションを展示
するために常設の展示空間を有し、中心的な活動として常時展示活動を行
「欧州における演劇博物館：ベルギーにおける演劇博物館と情報ネットワーク」『「日欧・日
亜比較演劇総合研究プロジェクト」成果報告集』早稲田大学演劇博物館、2008.（????
??????????????????????????????????????????????????）参照。
2）　オペラ座内にはあるがパリ・オペラ座とは別組織である。
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う施設は、人形劇等を除けば、BnF 舞台芸術部に属するアヴィニョンの
ジャン・ヴィラール記念館（Maison Jean Vilar）だけであった 3）。その
一方で、舞台芸術に関連した展覧会は、各地の図書館や博物館、劇場ホワ
イエなどで活発に行われてきた。
　こうした状況の中で生まれた CNCS はどのような特徴を持つのであろ
うか。国がこのプロジェクトに公式に着手したのが 1994 年、それから開
館までに 10 年以上の準備期間をかけた CNCS であるが、その誕生を可能
にしたひとつの要因として、従来の図書館や博物館そのものの定義やそこ
に求められる機能の変化、そして舞台芸術とその資料に対する認識の変化
が考えられる。
　本稿は、CNCS の活動を通して、舞台芸術に関する資料の特殊性を再
確認するとともに、文化政策全体の中での CNCS の位置づけと舞台芸術
資料を所蔵する施設としての独自性を考察し、博物館という文化的遺産を
保存し利用するという施設が、舞台芸術という現在進行形の創造作業にと
ってどのような意味を持ち得るのかについて、若干の考察を加えるもので
ある。
??????????????????????? 4）
??????
　CNCS は、2005 年 12 月に 1901 年法に基づく非営利団体「国立舞台衣
3）　2009 年 6 月に 10 年ぶりにリニューアル・オープンしたリヨンにあるガダーニュ博物館
（Musée Gadagne）に 併 設 さ れ て い る 世 界 人 形 劇 博 物 館（Musée des Marionnettes du 
Monde; 閉館時期が異なり 6 年ぶりの開館）など、歴史民俗博物館にも分類されるものなら
ばこれまでも存在した。
4）　CNCS に つ い て は、Arrêté portant création de l’établissement public de coopération 
culturelle dénommé: Centre National du Costume de Scène et de la Scénographie, 
n  ﾟ1313/2008（n  ﾟ2008─48bis）, et Statuts, annexés à l’arrêté n  ﾟ1313 du 26 mars, le 26 
mars 2008、Récépissé de Déclaration de création de l’Association n  ﾟ0032005490, le 15 
décembre 2005、J.O. le 7 janvier 2006、Organigramme du CNCS（le 3 septembre 2009）、
施 設・活 動 に つ い て は Dossier de Presse, 2008、Dossier de Presse, “exposition 《Rudolf 
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装装置センター設立準備協会」（Association de préfiguration du Centre 
national du Costume de scène et de la scénographie）として発足、2009
年 1 月 1 日 5）からは文化協力公施設法人（Établissement public de co-
opération culturelle: EPCC）となった。EPCC は、文化芸術活動の特性
を考慮して 2002 年に創設された新しい枠組みである。それまでの制度で
は、有期限の特定の活動に限定されていたり（公益団体 Le groupment 
d’intérêt public: GIP）、国が当事者の一部になれない（混成事務組合 Le 
syndicat mixte）などの制約があり、永続的な活動が想定され、また国の
イニシアティブの強い文化施設の運営には不十分であった。そこで生まれ
たのが EPCC で、国、地方自治体、および国が所管する公施設法人とが
協定を結び、文化分野における公役務（公共サービス）を運営する組織で
ある 6）。
　CNCS は現在、国（文化・コミュニケーション省博物館局）、ムーラン
市、アリエ県、および BnF、コメディ＝フランセーズ、パリ・オペラ座
の 6 者が創設団体として協同し、活動が行われている。すなわち、これら
各組織からの代表者 15 名から構成される理事会 7）によって経営・運営に
Noureev》”, Centre national du costume de scène, 2009、PINAZA Delphine, “Le centre 
national du Costume de scène de Moulins”, Revue de la Société des Amis du Musée de 
l’Armée, n  ﾟ135, 2008, pp. 38─44（上記資料はすべて Delphine Pinaza 館長代理より提供さ
れた）のほか、各利用案内（パンフレット）、Pinaza 館長代理とのインタビュー、CLAIRE 
Rémond, Le Quartier Villars en scène, ou la reconversion d’une ancienne caserne mili-
taire en Centre National du Costume de Scène, Travail personnel de fin d’étude, Ecole 
d’Architecture de Clermont-Ferrand, 1996、CNCS 公 式 ホーム ページ http : //www.cncs.
fr/ お よ び Maison des Musée de France ホーム ページ http : //www.museesdefrance.org/
museum/serialize/backnumber/0609/museum.html を参照した。なお CNCS のフランス語
表記はそれぞれ原表記に従った。
5）　2008 年 3 月 26 日協定締結。
6）　Loi du 4 janvier 2002 によって創設され、地方自治体法 Code général des collectivités 
territoriales（la loi du 22 juin 2006 による改正法）の適用を受ける。2006 年の改正により
BnF やオペラ座のような国立の施設が容易に協定当事者となれるようになった。RENAR 
Ivan, Rapport d’information fait au nom de la commission des Affaires culturelles sur 
l’application de la loi n  ﾟ2002─6 du janvier 2002 relative à la création d’établissements 
publics de coopération culturelle（EPCC）, Sénat, session ordinaire de 2005─2006 参照。
7）　理事会メンバーは、国の代表 4 名、市 2 名、県および 3 団体各 1 名、有識者 4 名、CNCS
職員代表（職員間の選出）1 名で、議決権 23 票のうち、国の代表のみ各 3 票が与えられ
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関わる決定事項が承認される。
　CNCS の運営議決機関は理事会であるが、運営を実際に担うのは館長
（理事会の推薦を受けて理事長 8）が指名、3 年任期・更新可）であり、そ
の権限を館長から委任される館長代理である。館長には理事会での議決権
はないが、理事会への出席と発言権がある。また CNCS を代表する者と
して、運営とプログラムの実施が委ねられている。マルティーヌ・カーン
（Martine KAHANE）現館長は、学芸員として BmO を、ついでオペラ
座文化部を率いた 35 年間の実績を持つ。パリを拠点に活動するカーン館
長に代わり、ムーラン市に常駐するデルフィーヌ・ピナザ（Delphine PI-
NASA）館長代理も、パリ装飾美術館、ヴィクトリア＆アルバート美術
館を経てパリ・オペラ座文化部で博物資料としての舞台衣装を担当する学
芸員をつとめた経歴を持つ。二人は CNCS の構想段階から関わった設立
メンバーであり、現在名誉理事長を務めるラクロワ氏が CNCS に関わる
ようになったのも彼女たちの存在ありきだったという。また新規コレクシ
ョンの受け入れをはじめとする CNCS の活動に対する諮問機関として学
術文化専門運営諮問委員会（座長：館長）が置かれている。
　実務レベルでの運営組織は、執行部の下にコレクション課、ドキュメン
テーション・センター、設備課のほか、展覧会、教育プログラム、ガイド
ツアー、マーケッティングを担当する渉外課に重点的に人員配置がなされ
ている。また必要に応じて公的・民間を問わず他機関・施設と共同で行う
ことが可能であり、研究者・各種専門家との協力体制も築かれている。
?????????
　CNCS はカルティエ・ヴィラールと呼ばれる 18 世紀中葉に作られた 4
ヘクタールもの広大な騎兵隊の敷地跡地に作られている。CNCS の施設
はそれぞれ 4 階建ての博物館棟と収蔵庫棟からなるが、博物館棟はその旧
（計 12 票）、他は各自 1 票を持つ。
8）　初代理事長は Christian Lacroix、現在は Thierry Le Roy。
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騎兵隊宿舎を転用したものである。第二次大戦後は憲兵隊が使用していた
が 1980 年以後は使用されないまま、一旦は取り壊しが決定し、工事も開
始されたものの、1984 年に歴史建造遺産（monument historique）の指
定を受けたことで取り壊された部分が修復され、保存が決まった。
　残存する騎兵隊宿舎は 10 棟、そのうち 8 棟がムーラン市から国に寄贈
され、うち 4 棟を博物館棟に改修、その南面にぴったりと隣接する形で収
蔵庫棟が新たに建設された。改修工事が開始されたのは 1996 年、じつに
12 年の歳月をかけて、文化遺産としての建物の意匠を残しつつ、CNCS
という新しい試みにかなう建物へと変身させたのである。
???????????????
　博物館棟の各フロアはおよそ 1500 ㎡の広さがある 9）。4 階部分は現在
未改修で使用されていない。1 階は、全体のおよそ 3 分の 2 がパブリッ
ク・スペース（913 m2）としてエントランス・ホール、受付（チケット売
り場）、ショップ（書籍、カタログ、グッズ）、カフェ・レストラン、オー
ディトリアム（100 人収容）に当てられている。残りの 3 分の 1 は作業用
の空間である。
　展示空間は 2 階にあり、建物の両サイドに 2 つの展示室と、それに挟ま
れる形で 8 つの小ブロック（展示室の半分の大きさ）がある。小ブロック
には空間のほぼ半分を占める全面ガラスの展示ケースが設えてあり、舞台
上と同じように衣装を配置することができる。二つの展示室はフレキシブ
ルに使用できるように備え付けの展示ケースなどはなく、中央に仕切りが
ある展示室は主にデザイン画や戯曲、上演作品の解説など、衣装以外の展
示に使用されることが多い。もう一つの展示室は仕切りのない大きな空間
で（1 階のオーディトリアムと同じ大きさ）、高さも 2 メートルあり、天
井にはすのこが設えられ、舞台同様にドロップや舞台装置の吊り物が可能
9）　各空間の広さは 2009 年 9 月 3 日時点で最新の図面による。
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で、より実際の舞台に近い形で展示を行うことができるようになっている。
今日では CNCS にかぎらず舞台美術家が展示プランナーとして参加する
ことが当然のことになっているようである。2009 年のヌレエフの展示で
は、実際の舞台美術を手がけたエジオ・フリゲリオ（Ezio FRIGERIO）
がつとめている。
　CNCS ではいわゆる常設展示は行われていない。布
テ キ ス タ イ ル
・織物製品は素材
として非常にもろく、長期的な展示に耐えないため、5 ヶ月を限度として
企画展示を行っている。これはモードやテキスタイルの博物館では一般的
な措置だという。ただし、CNCS ではそうした期間限定の企画展を年 3
回行い、展示替えのための、それぞれ約 3 週間の閉室期間をのぞけば、
“常時展示が行われている”というプログラミングを行っている。2006 年
の開館以来 3 年間で 8 本の展覧会が行われ 10）、2009 年 3 月までの入場者
数は 17 万 5 千人を超えた 11）。
??????????????????????????
　3 階は管理運営部門のほか、ドキュメンテーション・センター（図書
室）（476 m2）と教育プログラムのための研修室 4 室（延べ 410 m2）があ
る。
　2008 年 5 月に開室したドキュメンテーション・センターは、舞台衣装
の専門書はもちろん、モード全般、舞台芸術全般（舞踊、オペラ、演劇ほ
か）の図書・雑誌、新聞等の関連記事の切り抜き、視聴覚資料、パリ・オ
ペラ座とコメディ＝フランセーズのプログラムなどを収集の対象としてい
る。後述するスタージュの参加者をはじめ、将来舞台衣装等に携わろうと
10）　“Bêtes de scène”（2006. 7. 2─11. 5）, “Théodore de Banville et le théâtre”（2006. 11. 11─
2007. 1. 7）, “J’aime les militaires”（2007. 1. 20─2007. 5. 13）, “Christian Lacroix, costumi-
er”（2007. 6. 3─11.11）, “Jean Paul Gaultier-Régine Chopinot: le Défié”（2007. 12. 1─2008. 
4. 27）, “Costumes des Mille et une Nuits”（2008. 5. 17─11. 11）, “Au fil des fleurs, scènes 
de jardins”（2008. 12. 6─2009. 4. 19）, “Rudolf Noureev”（2009. 5. 9─11. 11）.
11）　Dossier de Presse, op. cit., 2009, p. 3.
Musée か Centre か：国立舞台衣装装置センター（CNCS）の意義（八木）
254
する青少年層のニーズに応えることを想定している。閲覧のみだが、メー
ル等でのレファレンスにも対応している。現時点では蔵書そのものの数は
決して多くはないが、BnF をはじめ国内外のモードおよびテキスタイル
関連の美術館・博物館とネットワークを形成し、将来的には舞台衣装に関
する情報センターとしての機能を果たすことが期待されている。
???????????????????????????
　CNCS では、展覧会を軸として、ワークショップなどさまざまな活動
を行っている。ガイドツアーは、6 歳以上の子供向けと一般向けの展覧会
ガイドツアー（毎日）のほか、CNCS の建物と歴史をめぐるガイドツア
ー（日曜のみ）が行われている。子供向けのガイドツアーには、もちろん
年齢に応じたヴァリエーションがあって、学校の課外活動に利用されてい
る。また 2 時間の各種ワークショップ（アトリエ）も、子供（4 歳以上）、
中高生、一般の対象者別に設定され、同一テーマでも対象者別に複数設定
されるものもある。これは主に入門者向けのもので、舞台衣装や舞台美術
の基本的な技法や展示手法、あるいは舞踊や演技といった身体表現、さら
にそうした身体や動きを対象とする写真技術などのワークショップがある。
2009 年夏のヴァカンス期間には、「ルドルフ・ヌレエフ、1938─1993」展
をモチーフに、19 テーマが設定され、週 4 日、平日は 2 本、土曜日は 3
本のアトリエが行われた。また、より高度なワークショップ（スタージ
ュ）も行われており、こちらは 16 歳以上を対象に、毎週月曜日に 1 日を
かけて行われる。フロック加工の技法やロシア刺繍、衣装をいかに古めか
しく見せるかなど、舞台衣装独特の技法や素材など、それぞれの専門家を
招いてのワークショップで、主に技術・職業系の高校生を想定したもので
ある。
　こうした半ば定期的なワークショプのほかに、それぞれの展示に応じた
専門家を招いてのレクチャーや公演、あるいはワークショップで参加者が
作った衣装や写真の展示なども行われている。
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????????????? ???? ???
　寄託または寄贈された衣装類は、洗濯・殺菌防虫処理ののち、博物館棟
に併設される形で新設された収蔵庫棟に保存・保管される。収蔵庫棟は一
切窓のないコンクリート造りの建物で、作業スペースがあるために密閉空
間ではない 1 階をのぞけば、生地を痛める外光（日光・月光）は完全に遮
断されている。空調設備には防虫・防塵に優れたエア・フィルターを採用
し、生地の保存に最適な温度 18℃、湿度 55% が常に保たれている。この
空調設備には地下水を利用することでコスト面にも配慮している。
　2 階から 4 階の収蔵スペースには、スタックランナーのような可動式の
収納ユニットが配置されている。衣装を吊るすスペースと引き出しとの組
み合わせになっているこの収納ユニットは、資料の状態に応じた保管が可
能で、また効率性も考慮して、衣装のチェックなどの作業にも対応できる
ようになっている。
　1 階には修復や展示準備のための作業スペースがあり、細かい作業のた
めに自然光に近い、しかし資料の保存に考慮された照明設備が整えられて
いる。この収蔵庫棟と博物館棟は各階で直結しており、資料の保全や作業
効率に配慮された設計になっている。
??????????
　CNCS のコレクションはすべて、すでに実際の舞台での使用を終え、
一定の基準のもとに、保存・保管されるべき文化資源として選別されたも
のである。すなわち、1）著名デザイナーによる、あるいは衣装そのもの
に芸術性や素材・技術の傑出性がある、2）使用された作品やその演出に
演劇史的な重要性が認められる、もしくは 3）高名な俳優・ダンサー・歌
手が着用した、といった、いずれかの条件にかなう必要がある。こうした
選定基準は、すでにオペラ座等で採用され共有されているものでもある。
　CNCS コレクションの核となっているのは、そうして選定された創設 3
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団体からの寄託資料で、装飾品、かつらなどを含めた衣装類およそ 9000
点である。
　現在、オペラ座にはおよそ 8〜10 万点の衣装がドルー（パリから約
80 km）、ベルティエ（オペラ・ガルニエ旧舞台美術工房）、オペラ・ガル
ニエの 3 カ所に保管されており、そのうち CNCS に寄託されたのは、そ
の約 5〜6％ にあたる、パリ・オペラ座およびオペラ・コミック座の公演
で使用された 19 世紀から今世紀までの衣装 5000 点で、ウージェーヌ・ラ
コストからジャン＝マルク・ステーレまで、レオン・バクスト、アレクサ
ンドル・ブノワなどのバレエ・リュスの衣装、サン・ローラン、ラクロワ、
ゴルティエといった有名デザイナーの衣装、さらにマリア・カラス、ヌレ
エフ、プラシド・ドミンゴなどが着用した衣装が含まれている。BnF 舞
台芸術部の衣装コレクションは、ヴェルサイユとプロヴァンスの収蔵庫、
そしてアヴィニョンのジャン・ヴィラール記念館にそれぞれおよそ 3000
点を数えるが、そのうち 1925 年から 2001 年までに上演された作品の衣装
およそ 1500 点が CNCS に寄託された。この中には、アンドレ・バルザッ
クやジャン・ユーゴー、リュシアン・クトーなどの衣装が含まれている。
一方、コメディ＝フランセーズには 1 万点におよぶ衣装コレクションがあ
るが、CNCS に寄託されたのは、ジャン・カズルー、スザンヌ・ラリッ
クなどの、1955〜1997 年に上演された作品の衣装 800 点である。
　このほか、すでにコンテンポラリー・ダンスのカンパニーや劇場、コン
セルヴァトワール、あるいは個人コレクションの相続人など、創設団体以
外からの寄贈資料が徐々に増えてきている。その中には、創設団体の寄託
からは除外されたデザイン画（たとえば名誉館長でもあるラクロワ氏の寄
贈）や、ルドルフ・ヌレエフ財団のように、映像資料、写真（CM などの
スチールから個人的スナップ写真まで）、書簡・文書類、そして家具類が
あわせて寄贈される場合もある。
　ところで CNCS の正式名称は「国立舞台衣装装置センター」であるが、
現時点ではパンフレットや広報資料にさえ、しばしば「国立舞台衣装セン
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ター」（Centre national des Costume de scène）の名称が使用されている。
パリ・オペラ座寄託のドロップ類約 40 点という圧倒的に数の少ない舞台
美術資料の現況から言って、これは妥当な名称といえる。だが舞台美術へ
の関心や著名なデザイナーによる作品の希少性を考えれば、今後ドロップ
類の増加が見込まれ、将来的にはドロップ類が衣装とともに主要なコレク
ションを形成することを想定して、この名称を採用しているという 12）。
?????????
　以上見てきたように、CNCS は舞台衣装に特化した専門博物館である
が、では、どのような背景のもとに CNCS は誕生し、そこでは何が求め
られているのであろうか。
　CNCS の地位を定めた附則第 3 条には、その使命が次のように規定さ
れている 13）。
・当該施設が所蔵し、寄託され、あるいは借用し、または保管を委託さ
れた資料を保存し、修復し、研究する
・テキスタイルの保存・修復、文化財、衣装および舞台芸術を職業とす
る専門家の育成に寄与する
・あらゆる適切な方法によって、「フ
ミ ユ ゼ ド ウ フ ラ ン ス
ランス美術館・博物館」（Musée 
de France14） の名に恥じない独自のコレクションのいっそうの充実
につとめる
・学術・研究プログラムを押し進め、その普及につとめる
・すべての人が文化に等しくアクセスできるようにするために、展示、
12）　Dossier de Presse, op. cit., 2009, p. 4.
13）　Statuts, annexés à l’arrêté, n  ﾟ1313 du 26 mars 2008, Tit. 1er, Art. 3, le 26 mars 2008.
14）　一定の基準を満たすことで「ミュゼ・ドゥ・フランス」の称号の使用を認められた国公
立・私立、財団などの美術館・博物館の総称。文化省フランス博物館局 Direction des mu-
sées de France（DMF）の管轄下に置かれる。「ミュゼ・ドゥ・フランス」を定めた 2002
年 1 月 4 日法（一般に「博物館博法」と呼ばれ、のち「文化財法」と改称）によって従来
の「指定」「登録」博物館制度は廃止され、博物館の意義が公式に再定義された。
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イベント、出版など、あらゆる適切な方法を通じて、CNCS の所蔵
するコレクションならびに文化財としての舞台美術を、知らしめ奨励
すべく、文化・教育プログラムを実施する
　すなわち、コレクションを保存し、文化財（文化的資源）としての価値
を評価し、それを保持し、研究し考証を行うという、“博物館”としての
古典的な機能を果たすこと、と同時に、コレクションという文化的資源を
活用し、文化享受権を担保し、文化の普及を推進する場という、博物館の
新たな機能を果たすことが CNCS には求められているのである。
?????????????
　古典的な博物館機能を果たすことは、CNCS にとって大前提ではある
ものの、一見すれば特別な意味を持たないように思える。彼らがそのプロ
ジェクト発足当時から、「いわゆる博物館然としたものにはしたくない」15）
として「centre（センター、中心）」の名称を選択したことからも、より
有機的な施設を目指していることがわかる。また舞台衣装という、固定化
され得ない「生きた」舞台芸術の一要素をそこから切り離して、保存すべ
き文化財という「遺物」へと転化させることへの抵抗感もあるにちがいな
い。だが、役目を終えてその価値を失ったものが、新たに資料として博物
館に保存される、それは文化財（文化資源）としての価値の承認がなけれ
ば成立し得ない。その意義は小さくないだろう。
　前述の通り、舞台芸術に関する資料の蓄積はそれなりの歴史を持つ。だ
が舞台芸術に関する一次資料をより積極的に、少なくとも一定の理解を持
って保存・収集しようとする新たな潮流が生まれたのは、とりわけ 90 年
代以降のことである 16）。その背景には、文化財（文化資源）と認知され
15）　Dossier de Presse, op. cit., 2009.
16）　これはフランスのみならず、欧米諸国さらに日本でも見られる流れである。日本でも各
国立劇場には展示室が設けられていたが、2003 年には伝統芸能情報館（国立劇場に併設）
が開館、新国立劇場では共有および各劇場ホワイエでの展示空間のほか、付属施設として
舞台美術センター資料館（銚子市）が設立された（資料館開館は 97 年）。
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るものの拡大とともに、舞台芸術そのものに対する認知の変化がある。フ
ランスでは少なくとも 60 年代以降、舞台芸術が単なる消費娯楽や贅沢品
ではなく文化財として認知されるようになっていたが、90 年代になって
演劇がバカロレアの選択科目の一つとなるなど、高等教育を中心に学校教
育の中で取り上げられることでよりメジャーな存在へと昇格し、文学の一
分野としてではなく、舞台芸術そのものが学術研究の対象と見なされるよ
うにもなった。したがって、上演に付随するさまざまな資料、とりわけ上
演そのものを復元し得るような一次資料（衣装や舞台装置）を保存するこ
と、そしてそれを展示することが以前に増して求められるようになった。
この流れの中で誕生したのが CNCS であるといえよう。
?????????????
　すでに役目を終えた舞台衣装や装置を後世に遺す──その意味を考える
には、“舞台”衣装や装置というものがどのようなものなのかをいま一度
考える必要があるだろう。
　そもそも衣装にしろ装置にしろ、舞台で使用されるものの多くは公演終
了後にもなお残されるものではなかった。すなわち消耗品だったのである。
　公演中、衣装は俳優の汗にまみれては繰り返し洗濯され、時に繕われ、
場合によってはサイズを直されたりもする。人気作品であれば、その衣装
も使用頻度は高まる。作品（または演出）がお蔵入りになった時、すでに
使用に耐えない状態の衣装は処分され、未だ使用可能なものであれば作り
直されて新たな作品で再利用されたり、あるいは別の劇場などへ払い下げ
られたりもする。高価な素材を使ったもの（特に装飾品）が作り直されて
再利用されるのは、経済的な問題を考慮すれば当然であろう。まして特別
な思い入れや価値もない、利用に供しない布切れを溜め込んで貴重な空間
を無駄に費やすことは、それが俳優らの個人所有のものであった時代 17）
17）　少なくとも 18 世紀まで舞台衣装に時代考証や役柄・作品との合理的な調和は求められて
はいなかった。衣装は俳優個人の財産であり、しばしば庇護者である貴族から下賜され、
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でも、まして劇団や劇場という創造の、あるいは興行の現場では望むべく
もない。さらに、一つの劇団や劇場が長い期間継続的に存続することは今
も昔も容易なことではない。一時、そこで保存の栄誉に浴しても、劇団・
劇場が解散・閉鎖される、あるいは俳優やダンサーの死亡によって、再び
破棄や散逸の危機にさらされることにもなる。博物館の存在がそうした危
機を回避するとしても、消耗品として処分される運命にある「使われなく
なったもの」を「保存すべきもの」に変えるには、上述したように、デザ
イナーの著名度、衣装そのもののオリジナリティや芸術性、作品そのもの
の演劇史的な価値といった一定の選定基準にかなう付加価値が見出されな
ければならないが、その前提として演劇が記録し記憶されるべき財として
認知されること、と同時に舞台衣装がもつ独自の価値を承認することが必
要となる。
　今日では、ラクロワやゴーティエのような一般に著名なデザイナーでな
くとも、衣装デザイナーや舞台美術家が一定の価値を認められ、その作品
にはオリジナリティや芸術性が存在することが、一般にもある程度理解さ
れているといえるだろう。だが、舞台衣装・装置が上演作品全体の一部で
あり、単独で存在し得ないという舞台芸術を構成する諸要素の不可分性は、
時に舞台衣装・装置そのものの価値を否定しかねない。
　たとえば演出の著作権に関する事例として引用されることの多いバレエ
「若者の死」（Le jeune homme et la mort）を巡る裁判（1958 年セーヌ県
民事法廷）は、衣装や装置のデザインのオリジナリティや作品との不可分
性に対する認識を知る上でも興味深い 18）。この裁判は、1946 年にシャン
それを後輩俳優や贔屓にプレゼンすることもあった。
18）　BERGERON Cathrine,《Un regard recent sur la protection des costumes et acces-
soires》, publié dans le cadre du Colloque organisé par le Servic de formation du Barreau 
du Québec sur le thème Développements recents en droit du divertissement（2005）, 
Publication 333, Leger Robiv Richard, S. E. N. C. R. L. 2005、ROY Véronique, Le droit 
d’auteur sur la mise en scène, Mémoire présenté à la Faculté des études supérieures en 
vue de l’obtention du grade de Maître en droit, Option Droit des téchnologies de 
l’information, août 2006, Les Electronica, vol. 11, n°3, Hiver/Winter 2007, pp. 85─86、野
村義雄『著作物論百考』著作権資料協会、昭和 44 年、21─22 頁。
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ゼリゼ座で初演されたこのバレエが 1956 年にオリンピア劇場で上演され
る際、シャンゼリゼ劇場の座主が、衣装（カリンスカ KARINSKA）、装
置（ジョルジュ・ヴァケヴィッチ Georges WAKHEVITCH）、振付（ロ
ーラン・プティ Roland PETIT）に対して美的著作物としての著作権を
主張したものであったが、ここで著作権者として認められたのはバレエの
原案の作者であるコクトーであった。裁判所は、衣装や装置はコクトーの
原案を具象化したものにすぎず、それは舞踊手がその身体性を持って解釈
するものであって、衣装や装置は「独立した存在を有しない二次的存在」
であり、また別の衣装や装置でも代替可能だと判断したのである。カリン
スカはバランシンの衣装デザインで知られ、48 年には映画「ジャンヌ・
ダーク」でドロシー・ジーキンズ（Dorothy JEAKINS）とともに第 1 回
アカデミー衣装デザイン賞も受賞している。ヴァケヴィッチも演劇、バレ
エ、オペラで当時すでに活躍していたデザイナーであった。
　また著作者として認められているわけではない演出家 19）に対し、衣装
や装置はデザイン画があることで美術的著作物として著作権を認められ得
るが、今日でもその“オリジナリティ”の有無によっては必ずしも認めら
れるわけではないことも指摘しておきたい。
　舞台衣装や装置は、舞台で使用されることで、つまり作品全体を構成す
る一要素としての不可分性を持つことによって、その価値を発揮し、オリ
ジナリティを獲得するものである。そのような特徴を持つ舞台衣装・装置
が博物館に所蔵され、展示に供されるわけである。それが舞台衣装である
以上、どの作品のどの場面でどのように使用されたのかは重要かつ必要な
情報だ。そこで、しばしば一種の再現を試みる展示手法がとられることに
なる。衣装であれ装置であれ、それらを上演という文脈の中で理解させる
には、全体の中で、少なくとも使用された一場面という形で見せるのがよ
19）　舞台芸術の「演出家」は、フランス、カナダでは著作者と見なされる方向にあるが、著
作権法上、明確に認められているわけではない。日本では実演家として分類され、著作隣
接権の保護を受ける。
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り効果的な方法だ。その不可分性のもとに衣装や装置の持つ意味を示すこ
とで、舞台衣装・装置そのものの価値を理解させることもできるだろう。
　しかしそこに舞台の再現を行うことは不可能であり、それはどこまでい
っても断片でしかない。こうした舞台芸術の再現不可能性の問題は、舞台
芸術をいかに記録・保存し、それをいかに提供するのか、そしてそこにい
かなる可能性と意義があるのかを考えることでもある。
??????????????
　前述のように、CNCS は 18 世紀の騎兵隊宿舎の転用である。こうした
歴史的建造物の保存と再利用は珍しいことではないが、このプロジェクト
が文化機能の地方分散化政策の一つであることは指摘しておくべきことだ
ろう。
　CNCS の設立が、パリ・オペラ座、コメディ＝フランセーズ、BnF の
膨れ上がる一方の衣装コレクションの置き場所をどうするのかという懸案
のひとつの解決策であったことは事実である。同様の問題はセーヌ川沿い
に点在する多くの美術館・博物館も同様に抱える問題であり、ボブール
（ポンピドゥー・センター＆公共情報図書館）も別置倉庫として、この場
所へのコレクションの移転を検討していたという。一方で、このプロジェ
クトは歴史的建造物の転用ありきのものであり、そこに何を作るのかが問
題として残されていたのである。
　文化機能の地方への分散化は、文化政策として 50 年代後半から演劇の
分野で始められ、国定演劇センター（CDN: Centre dramatique natio-
nal）、あるいはマルローが推進した文化会館 20）（Maison de la Culture）
が文化拠点として作られていった。同じ頃、従来型の博物館に対する批判
が登場し、70 年代になると博物館・美術館の分野でも施設の地理的偏り
は問題視されていく。ポンピドゥー・センターに象徴される、都市再開発
20）　「文化の家」と訳されることが多いが、いわゆる文化会館、文化センターといった、主に
劇場機能を中心とする複合文化施設である。
263
Musée か Centre か：国立舞台衣装装置センター（CNCS）の意義（八木）
の中心となる、また利用者重視を掲げる複合的文化施設への指向、またエ
コ・ミュゼのように、地域の文化特性を考慮し、地域のさまざまな資源を
活用しながら地域と共生をはかる博物館・美術館のあり方が提唱され
た 21）。2002 年の博物館法が定めるミュゼ・ドゥ・フランスも、こうした
新しい博物館像に沿って再定義された博物館なのである。
　そもそも文化機能の地方分散化は、単に劇場や博物館といった施設の数
だけを増やすことを意味しない。劇場であれば、そこで創造活動が行われ
なければ、そして地域住民が主体的にその場所を機能させるのでなければ
意味がない。その根底にあるのは文化における民主主義という発想でもあ
る。そこでは、利用者となり得る人、つまりすべての人の文化の享受権を
担保するとともに、彼らを文化の担い手として、そこにインタラクティブ
な関係を築くことが求められる。だからこそ利用者へのアプローチは
CNCS の重要な活動として位置づけられるのである。
?????????
　以上見てきたように、CNCS は文化機能の地方分散化政策の一環とし
て、また既存施設に欠けていた収蔵と展示空間を補うものとして誕生した、
舞台衣装に特化した専門博物館である。と同時に、その背景には舞台芸術、
あるいは舞台衣装等への認識の変化、社会的地位の向上が見られ、他方、
70 年代以後に見られる博物館像の変化も大きく反映している。博物館に
保存されるコレクションとして舞台衣装を新たに価値づけ、展示活動や教
育プログラムの中で、その理解を深めること、また創造活動の次代の担い
手へのイニシエーションの場となることが CNCS の責務として位置づけ
21）　カトリーヌ・バレ、ドミニク・プーロ『ヨーロッパの博物館』松本栄寿・小浜清子訳、
雄松堂出版、2007 年、M. ブラン＝モンマイユールほか『フランスの博物館と図書館』松本
栄寿・小浜清子訳、玉川大学出版部、2003 年、ジャック・サロワ『フランスの美術館・博
物館』波多野浩之・永尾信之訳、文庫クセジュ、白水社、2003 年、リュック・ブノワ『博
物館学への招待』水嶋英治訳、文庫クセジュ、白水社、2002 年、ほか。
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られている。文化財を保存する博物館であるとともに、それを活用するセ
ンターとしての役割を、CNCS はみずからに課しているのである。
　CNCS が誕生したことで、舞台衣装が後世に残される余地は広がった。
しかしそこではつねに選別が行われることも意味している。一回性の、そ
して現在進行形の舞台芸術の一構成要素であるという特性を大前提としつ
つ、何に価値を認め、いかに遺していくのか。それが舞台芸術の歴史にお
いて、その芸術性において、その国の、あるいは人類の文化の歴史の中で、
いかなる価値を持つものなのかを評価し提示していかなくてはならない。
公的な博物館であることは、つねにこの問題と向き合うことを意味する。
CNCS の今後の成果は、その答えであるとともに、おそらくは舞台芸術
に対するひとつの意思表明ともなるだろう。
（身体表象文化学専攻　助教）　
